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8月の主な活動
	 3日	第3回県中央メーデー
	 実行委員会
	8日～10日	平和行動in長崎
	 9日	第5回政策委員会
	19日	青年委員会
	 サマーフェスティバル
	23日	第10回四役会議
	 	連合新潟推薦
	 県議会議員懇談会

連合新潟　2017春季生活闘争　第８回集計結果（最終集計）
【賃金：定昇込み平均賃上げ方式　回答・妥結集計】

☆回答・妥結報告があった組合243組合（53,057名）。
☆集計可能な平均方式組合の結果は以下の通り。
☆「2017額・率」と「2016額・率」すべてのデータがないところは集計対象外。

集計組合 2017 2016実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率
計 145 38,927 4,862 1.89 3,907 1.71 4,905 1.87 3,695 1.57 -43 0.02 211 0.14

【一時金：回答・妥結集計】
☆回答・妥結報告があった組合は、年間85組合（23,381名）、夏季のみ57組合（8,086名）。
　額・月数とも集計可能な組合の結果は以下の通り。
１．年間回答妥結集計結果

集計組合 2017 2016実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額
額集計 44 11,315 1,210,656 1,019,535 1,204,703 1,018,036 5,953 1,499

集計組合 2017 2016実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 月数 月数 月数 月数 月数 月数
月数集計 58 19,650 4.18 3.92 4.14 3.89 0.03 0.03

２．夏季のみ回答妥結集計結果� ※年間回答妥結なし

集計組合 2017 2016実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額
額集計 31 4,009 455,491 356,338 455,392 351,819 99 4,519

集計組合 2017 2016実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 月数 月数 月数 月数 月数 月数
月数集計 36 4,460 1.90 1.71 1.85 1.66 0.05 0.06

第27回 勤労者駅伝大会
参加チーム募集開始！　多くの参加チームを求む！

と　き	 2017年９月３日（日）
ところ	 新潟市陸上競技場
	 信濃川やすらぎ堤緑地
種　目	 24.4km　６人リレー

スタート･たすき渡し･ゴールの場所は
すべて陸上競技場です。
陸上競技場無料駐車場を使用する場合、
電子メールでの申込みが必要です。
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連合新潟日本労働組合総連合会新潟県連合会（連合新潟）
http://www.jtuc-rengo.jp/niigata/

中央最低賃金審議会

働くことを軸とする
安心社会の実現をめ
ざす水準を

新潟地方　　　
最低賃金審議会

老後も安心して働き
暮らせる水準を

　

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
は
、

六
月
二
七
日
か
ら
小
委
員
会
を

四
回
に
わ
た
り
開
催
し
、
審
議

し
て
き
ま
し
た
。
審
議
会
の
な

か
で
労
働
者
側
は
、「
最
低
賃

金
の
水
準
が
依
然
と
し
て
低
く
、

地
域
間
の
格
差
が
拡
大
傾
向
に

あ
る
と
の
問
題
意
識
か
ら
、
一

般
労
働
者
の
賃
金
改
定
率
だ
け

で
は
な
く
、
あ
る
べ
き
賃
金
水

準
の
議
論
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
雇
用
形
態
に
関
わ
ら

ず
、
働
い
て
稼
い
だ
賃
金
で
家

族
と
と
も
に
生
活
し
、
将
来
展

望
が
描
け
る
社
会
を
実
現
す
べ

き
で
あ
る
」
な
ど
を
主
張
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
労
働
者
側
と

使
用
者
側
の
双
方
の
主
張
に
は

大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、
公
益

見
解
を
も
っ
て
今
年
の
中
央
最

　

七
月
三
一
日
か
ら
本
格
審
議

が
始
ま
っ
た
新
潟
地
方
最
低
賃

金
審
議
会
で
労
働
者
側
は
、「
二

〇
一
七
春
季
生
活
闘
争
の
結
果

を
労
働
組
合
の
な

い
労
働
者
に
も
波

及
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
特
に
非
正

規
労
働
者
処
遇
改

善
を
図
る
こ
と
が

重
要
。
ま
た
、
雇

用
戦
略
対
話
の
合

意
事
項
を
尊
重
す

る
こ
と
」
な
ど
を

主
張
し
ま
し
た
。

一
方
、
使
用
者
側

は
、「
日
本
経
済

の
成
長
に
見
合
っ

て
い
な
い
引
き
上

げ
は
、
雇
用
や
事

業
を
失
う
。
働
き

方
改
革
実
現
会
議

の
三
％
の
引
き
上

げ
は
経
済
成
長
が

追
い
付
い
て
い
な

い
中
で
厳
し
い
」

な
ど
を
主
張
し
て

き
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
、
公
労
使
で
慎

重
に
論
議
を
重
ね
て
き
た
結
果
、

目
安
額
よ
り
一
円
プ
ラ
ス
し
た

二
五
円
と
す
る
と
の
公
益
見
解

を
も
っ
て
採
決
を
行
い
、
公
労

賛
成
・
使
反
対
（
二
対
一
）
と

な
り
二
五
円
を
引
き
上
げ
、
七

七
八
円
と
す
る
答
申
を
労
働
局

へ
渡
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
答
申
さ
れ
た
金
額

に
対
し
て
異
議
申
し
立
て
を
受

け
八
月
二
二
日
開
催
の
第
四
回

本
審
で
決
定
し
、
こ
の
決
定
を

受
け
た
新
し
い
最
低
賃
金
が
一

〇
月
一
日
か
ら
効
力
発
生
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
審
議
会
に
向

け
て
、
各
地
域
か
ら
も
声
を
上

げ
よ
う
と
連
合
新
潟
推
薦
首
長

か
ら
新
潟
労
働
局
長
に
対
し
て
、

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
の
必
要

性
に
つ
い
て
要
請
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
首
長
に
対
し
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

低
賃
金
審
議
会
の
答
申
は
、
Ａ

ラ
ン
ク
二
六
円
、
Ｂ
ラ
ン
ク
二

五
円
、
Ｃ
ラ
ン
ク
二
四
円
（
新

潟
県
を
含
む
）、
Ｄ
ラ
ン
ク
二

二
円
の
目
安
を
厚
生
労
働
大
臣

に
答
申
し
ま
し
た
。

2017年新潟県最低賃金
25円UP 10月1日から 778円
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労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル
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「
た
だ
い
ま
」「
お

か
え
り
」
振
替
休
日

で
家
に
い
た
母
親
は
、

学
校
か
ら
帰
っ
た
13

歳
の
息
子
に
返
事
を

し
た
。
教
師
で
あ
る

母
親
は
、
い
つ
も
帰

り
が
夜
８
時
頃
。
疲

れ
た
表
情
で
戻
る
母

親
を
心
配
し
て
い
た
息
子
は
、
こ

の
日
の
「
お
か
え
り
」
の
声
が
明

る
く
ほ
っ
と
す
る
と
と
も
に
、
た

ま
に
は
「
お
か
え
り
」
と
言
っ
て

ほ
し
い
な
ぁ
と
新
聞
投
稿
し
て
い

た
。
あ
い
さ
つ
だ
け
で
、
親
子
の

愛
情
が
伝
わ
り
素
敵
だ
な
と
思
っ

た
。

　

お
盆
に
は
、
帰
省
す
る
人
々
が

「
た
だ
い
ま
」「
お
か
え
り
」
と

ふ
る
さ
と
の
家
族
と
再
会
す
る
だ

ろ
う
。
夏
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
風

景
で
す
ね
。�

（
Ｅ
）

７月度のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：�７月のアンケートは「新潟県の最低賃金は753

円です。
　　　あなたはいくらが望ましいですか？」でした。

　アンケートの結果は、1,000円が最も多い結果となり
ました。あなたの賃金は最賃割れしていませんか？お
かしいなって思った方は、連合新潟「なんでも労働相
談ダイヤル（0120-154-052）」へご連絡ください。
　８月のＨＰアンケートは「夏」の話題です。投票を
お待ちしています！

長崎にて
平和を願う

2017平和行動

in 長崎

　

主
催
者
の
梅
野
代
表
代
行

（
連
合
新
潟
副
会
長
）
か
ら
主

催
者
を
代
表
し
た
あ
い
さ
つ
に

引
き
続
き
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド
）
に
つ
い
て
学
習
を

進
め
た
後
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
光
源
と

し
た
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ン
プ
」

の
作
成
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
普
段
な
か
な
か
工
作

を
し
な
い
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

は
、
苦
労
し
な
が
ら
子
供
と
一

緒
に
な
っ
て
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
た

ち
が
作
っ
た
も
の
が
点
灯
し
感

動
し
た
」「
子
供
と
一
緒
に
な

っ
て
も
の
を
作
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

　

七
月
二
九
日
～
三
〇
日
、
連

合
新
潟
青
年
委
員
会
と
女
性
委

員
会
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
合
同
研
修
会
の
開
催
地
を
宮

城
県
か
ら
福
島
県
・
い
わ
き
市

と
南
相
馬
市
に
変
更
し
、
二
五

人（
男
性
十
六
人
、女
性
九
人
）

が
参
加
し
実
施
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
い
わ
き
市
に
て
小

名
浜
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
協
力
で
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
コ
ッ
ト
ン
栽
培
支
援
」
を
行

い
、
活
動
の
概
要
説
明
を
受
け

た
あ
と
、
コ
ッ
ト
ン
畑
で
雑
草

取
り
と
土
壌
の
整
備
を
し
ま
し

　

七
月
二
二
日
、
燕
市
・
吉
田

産
業
会
館
に
て
、
連
合
新
潟
金

属
部
門
連
絡
会
・
Ｊ
Ｃ
Ｍ
新
潟

連
絡
会
が
主
催
す
る
「
親
子
も

の
づ
く
り
体
験
教
室
」
を
開
催

し
、
親
子
あ
わ
せ
て
六
九
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

親子ものづくり体験教室
金属部門連絡会・JCM新潟連絡会

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
福
島
県
を
訪
問

興
支
援
と
し
て
見
学
し
ま
し
た
。

相
馬
野
馬
追
は
、
東
日
本
大
震

災
以
降
福
島
原
子
力
発
電
所
事

故
を
う
け
、
二
年
ぶ
り
の
通
常

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
、「
一
つ
ひ
と
つ
の
取

り
組
み
が
重
要
。
今
回
の
研
修

で
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
復
興
支

援
に
つ
な
げ
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
青
年
委
員
会
・
女

性
委
員
会
は
、
次
年
度
以
降
も

東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

た
。

　

二
日
目
は
、
南
相
馬
市
に
移

動
し
、「
相
馬
野
馬
追
」
を
復

� （2017.8.15）

2017年「８月の連休・プレミアムフライデー実施調査」集計結果
� 日本労働組合総連合会新潟県連合会
◆調査対象組合
　連合新潟加盟組合の民間239組合（運輸・ハイタク・流通関係を除く）を対象
としました。
◆調査・集計
　往復はがきによるアンケート方式で、2017年６月に実施しました。６月30日
までに回答のあった179組合（回収率74.9％）のうち、各項目で集計可能な組合
の結果は以下のとおりです。
（１）業種別集計

業種 鉱 業 建設業 製造業 電気・ガス
熱供給・水道業

情 報
通信業

金融・
保険業 不動産業 医療・

福 祉
複 合
サービス業

サービス業
・その他 計

平均
休日数 0.0 3.3 6.0 3.5 6.5 5.0 5.0 3.5 2.7 3.0 5.3

（２）規模別
規模 1000人以上 300～999人 100～299人 99人以下

平均休日数 4.9 5.9 5.4 5.0

（３）休日パターン（10～３連休）
※　調査の概要
１�．８月11日から８月20日まで（10日間）
の平均休日数は、
5.3日でした。この
期間、10連休とし
た組合は９組合で全
体の5.0％、６連休
以上の組合は61組
合で34.1％でした。

２�．業種別では、情報
通信業、製造業が６
日以上、金融・保険
業、不動産業が５日
以上と平均休日数が
多く、その他の業種

　は3.5日～０日と少なくなっています。
３�．規模別では、300～900人が最も多く5.9日となっており、
1000人以上が4.9日とやや少なくなっています。

◆「プレミアムフライデー実施調査」集計
	 （２月～５月末までの期間）
１�．この期間で実施したのは、３組合で全体の1.3％でした。
２�．実施した３組合は、すべて規模100～299人で業種は製
造業でした。
３�．検討中は２組合ありましたが、実施した組合は少なかっ
たです。

　

八
月
八
～
九
日
、「
連
合
二

〇
一
七
平
和
行
動
㏌
長
崎
」
に

連
合
新
潟
か
ら
四
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
行
動
は
、
連
合

が
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
沖

縄
・
広
島
・
根
室
と
と
も
に
平

和
四
行
動
と
し
て
取
り
組
ん
で

お
り
、
連
合
新
潟
で
は
、
構
成

組
織
、
地
域
協
議
会
、
女
性
委

員
会
・
青
年
委
員
会
を
通
じ
参

加
者
を
募
り
、
隔
年
で
各
行
動

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

八
日
の
「
平
和
集
会
」
に
は
、

核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
平
和
の

進
展
を
願
い
、
国
内
外
か
ら
参

加
し
た
多
く
の
人
々
が
、
被
爆

者
か
ら
の
訴
え
、
若
者
か
ら
の

ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
聞
き
入

り
ま
し
た
。

　

九
日
は
、
午
前
中
に
「
原
爆

犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
」、

午
後
は
、
連
合
長
崎
女
性
委
員

会
・
青
年
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の

案
内
に
よ
る
「
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー

ク
」
で
被
爆
地
や
資
料
館
を
め

ぐ
り
、
夜
は
鎮
魂
の
想
い
を
胸

に
「
万
灯
流
し
」
に
参
加
し
、

原
爆
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
々
へ

の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
合
間
に
は
、
異
国
文
化

漂
う
長
崎
の
名
所
や
歴
史
、
文

化
に
も
触
れ
、
三
日
間
の
行
動

を
終
え
ま
し
た
。


